
No.2413
関東以北の最高峰で夏山準備
日光白根山
実施日 2009年 7月 20日(祝･月)
天 候 晴
リーダー 涌井 良明
参加者 若村貴世子､齋恵美子､若村勝昭､佐

藤金治､福島政幸､涌井良明､島本陳
重､鈴木恵美子､金本英雄 計 9 名

費 用 3,500 円(自動車利用･一人負担額)
タイム 丸沼高原ﾛｰﾌﾟｳｪｰ駅(9:00)山頂駅

(9:30)休憩(10:30 ~ 10:40)白根
山頂(11:50 ~ 12:40 昼食)弥陀が
池(13:23 ~ 13:38)六地蔵(14:35
~ 14:45)ﾛｰﾌﾟｳｪｲ山頂駅(15:00)

データ 積 算 距 離 8.22km
総 上 昇 量 626ｍ
最 高 度 2581ｍ
移 動 時 間 3時間 35分
停 止 時 間 1時間 54分
移動平均速度 2.3km
全体平均速度 1.5km

天候の安定を考慮して 1 日スライド
して実施した｡変更によって参加できな
くなってしまった方には申し訳ありませ
んでした。
丸沼高原ロープウェイの駐車場は殆ど

満車状態だったが、テレキャビンは待つ
こともなく 15 分で 2000m の山頂駅に
運んでくれる。

駅舎を出ると白根
山が目に飛び込ん
でくる。陽射しは
強いが標高のせい
か、暑さはあまり
なく快適である。
道案内に従い、
鳥居をくぐり、
大日如来方面に

行く、前日降った雨のせいか、ひんやり
した空気も気持ち良く、緩めの傾斜道を
進む、遊歩道分岐を過ぎると傾斜も増し
てくるが、短い下りを交え高度を上げて
いく。斜面には花が終わったイワカガミ
とゴゼンタチバナが目に着く。
森林限界を抜ける

と一気に視界が開
け、山頂部を始め周
囲の眺めが広がる。
キッモチイイー。
数は少ないながら

ハクサンフウロ、ウ
メバチソウも見ら

れ、またシャクナゲも見頃のようで、高
山らしい感じになって来た。
砂礫のジグザグを登りつめると山頂部

に到達する。
複雑な地形と踏み跡も多いので視界が

悪い時は、自分の下山方向も含めて注意
が必要である。
最高点で写真を撮って、山頂北側草原

で昼食にした。
雲は多めで遠望
はないが眺めは
良好、燧や男体
山、本峰を囲む
外輪山、眼下に
怪しげな(神秘的
と言うべきか)グ
リーンを見せる

五色沼、弥陀が池、
そして吹き抜ける
涼風で気分良くゆ
っくりと昼食を楽
しんだ。
下山は北側へ弥

陀が池を目指して、
ガレ混じりを急降

下する。途中シャクナゲの群落帯では、
満開のピンクや開花を待つ濃ピンクの蕾
に足を止めつつ下る。下り着いて、右へ、
弥陀が池に立ち寄る。山頂は既に頭上に
高い、ほとりで齋さん差し入れの氷をほ
おばりほっとして、少し戻り坐禅山への
道を分けて、七
色平方面へ入る。
樹林帯の下りに
なり、七色平を
巡る遊歩道に出
る、ここは右へ
行く、更に坐禅
山経由の道と合
流、左へ六地蔵
に向かう、血の池地獄の分岐を過ぎ、そ
れぞれ小屋の中に鎮座している六地蔵に
お参りして、山頂駅に向かう。
お地蔵さんの心遣いか苦しい上り坂も

あったが、15 時にロープウェイ山頂駅に
戻り着いた。
ロマンチック街道名物、野菜の買出し

も楽しんで、帰宅となった。
今回は当初から、クルマ利用が前提だ

ったが、運転も含め快く自家用車を提供
して下さった、若村さん有難うございま
した、お蔭で何とか実施することが出来
ました。また、好天狙いの日程変更が、
思惑通りに奏功し、夏山の雰囲気を味わ
えたのはラッキーでした。
参加の皆様アリガトー！

(記＆写真・涌井良明)


